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● 活動名 ● 関係する学校名

大田わんぱく遊び隊 大田市立大田小学校

● 

活
動
の
概
要
・
経
緯

〇�「大田わんぱく遊び隊」は、平成２０年度より大田小学校併設の放課後児童クラブ「大田わんぱく児童クラブ」登録児童と登
録していない１年生から６年生までの希望者を対象に活動している。
〇�毎月第２・第４月曜日の放課後には地域の大人がスタッフとして関わるだけでなく、中学生・高校生もボランティアとして参
加し、子供たちの活動を支援している。
〇放課後子ども総合プラン会議において、地域と学校が目指す子供像を共有し、活動に生かしている。

● 活動の特徴・工夫�
【特徴的な活動内容】
〇�「体を動かす遊び」「体験活動」を基本として活動を計画している。また、多くの大人と関わってほしいという思いから、地域講師
を招いた活動に力を入れている。
・総合型地域スポーツクラブの外部指導者を講師として・・・野球、サッカー、スポーツ鬼ごっこ
・教育委員会が委嘱している社会教育指導員を講師として・・・外国文化の体験「カナダの遊び」
・中学生・高校生ボランティアスタッフが企画した遊びとして・・・ドッジボール、軽スポーツ、絵本の読み聞かせ、コマ回し

【実施にあたっての工夫】
〇�中学生・高校生のボランティア参加については学校の協力を得て募集を行い、地域と学校が連携した取組になっている。また、活動
をサポートするだけでなく、活動内容をコーディネーターや一般ボランティアと相談して企画・実施するなど社会貢献活動の場となっ
ている。

〇子供の様子について、気になることがあれば学校と情報を共有し、子供一人一人に応じた支援を行っている。
〇�地域の活動拠点である公民館の館長・主事が統括コーディネーターを務めることで、公民館利用団体、関係機関との連携がはかられ、
活発かつ継続的な活動につながっている。

● 事業を実施しての効果・成果�
〇�子供たちが放課後、集団で遊ぶ体験は、遊ぶ楽しさを改めて実感させ、人と関わる能力の向上に役立っている。また、この体験によ
り子供が遊びの面白さや人間関係の充実を実感している。

〇�中学生・高校生にとっては、自身の対人関係能力の向上を実感し、子ども教室に限らず、地域のボランティア活動に参加するなど活
動の場を広げている。

〇�小学生と中学生・高校生がお互い充足感を持って活動しており、子ども教室以外の場所でも交流が生まれている。
〇�地域住民や小中高校生といった様々な年代が一同に介し行われるこの活動は、人のつながり、地域コミュニティの再構築に寄与して
いる。

大人はもちろん中・高生も参加！地域総掛かりで子供
の育ちを支える

 

●
体
制
図

中高生が関わる姿が魅力的です。小学生にとって身近なお兄さん・お姉さんである中高生の存在は嬉しい
でしょうし、中高生にとっても学びの場になっていると思います。この循環が続いていくことを願ってい
ます。

ポイント

● 連絡先 大田市立中央公民館 ☎ 0854-82-6630
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こんな
活動です

開始年度 平成 20 年度 学級数 20 学級 生徒数 504 人

放課後児童クラブとの連携
子供の
参加人数

平均人数

一
体
型

●
連
携
型

（連携状況）■毎回　　　　□定期的に
□イベントがある時　□活動場所を共有

（共有の活動場所）　

連
携
な
し

30 人

統括的な地域
学校協働活動
推進員の数

配置人数 地域学校協
働活動推進
員の数

配置人数
実施場所

施設名：小学校
実施場所：余裕教室、体育館、校庭等2　人 1　人

ボランティア
の数

登録人数
属性 地域住民（一般、高校生、中学生）等 学習活動の

有無 無
50　人
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